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１．平成31年３月期第２四半期の連結業績（平成30年４月１日～平成30年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年３月期第２四半期 19,967 0.6 437 △23.3 484 △29.8 373 △35.7

30年３月期第２四半期 19,841 0.7 570 28.3 690 24.9 580 62.0
(注) 包括利益 31年３月期第２四半期 549百万円(△66.9％) 30年３月期第２四半期 1,659百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年３月期第２四半期 44.02 ―

30年３月期第２四半期 68.47 ―
　

(注)平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に当
該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年３月期第２四半期 55,563 20,891 37.1

30年３月期 54,836 20,324 36.8
(参考) 自己資本 31年３月期第２四半期 20,595百万円 30年３月期 20,187百万円
　　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年３月期 ― 0.00 ― 25.00 25.00

31年３月期 ― 0.00

31年３月期(予想) ― 25.00 25.00

(注)直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 41,000 2.4 1,250 26.5 1,350 19.3 900 2.6 106.20
(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年３月期２Ｑ 8,504,747株 30年３月期 8,504,747株

② 期末自己株式数 31年３月期２Ｑ 30,099株 30年３月期 30,077株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年３月期２Ｑ 8,474,659株 30年３月期２Ｑ 8,475,088株
　

(注)平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首
に当該株式併合が行われたと仮定し、期中平均株式数を算定しております。

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（業績予想の適切な利用に関する説明）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料２ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの
将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益、雇用環境の改善が進み緩やかな回復基調で推移し

ました。

　一方で、貿易摩擦や豪雨・震災等の自然災害増大による影響が懸念されます。

このような状況のもと、当社グループにおきましては、引き続き収益改善への取り組みを継続してまいりました

が、原油価格の上昇に伴う原材料・燃料費の高騰を吸収しきれず、利益面では苦戦いたしました。

その結果、売上高は19,967百万円（前年同四半期比0.6％増）となりました。利益面につきましては、営業利益が

437百万円（前年同四半期比23.3％減）、経常利益が484百万円（前年同四半期比29.8％減）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は373百万円（前年同四半期比35.7％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して727百万円増加し、55,563百万円となりま

した。これは主に現金及び預金が365百万円減少し、電子記録債権が151百万円、建設仮勘定が154百万円、投資有価

証券が453百万円増加したことなどによるものであります。

　負債は、前連結会計年度末と比較して159百万円増加し、34,672百万円となりました。これは主に支払手形及び買

掛金が249百万円、短期借入金が422百万円増加し、長期借入金が392百万円減少したことなどによるものでありま

す。

　純資産は、前連結会計年度末と比較して568百万円増加し、20,891百万円となりました。これは主に利益剰余金が

161百万円、その他有価証券評価差額金が316百万円、非支配株主持分が160百万円増加したことなどによるものであ

ります。

　なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態に関する説明については、当該会計基準等を遡って適用した後

の数値で前連結会計年度との比較・分析を行っております。

当第２四半期連結累計期間に係るキャッシュ・フローの状況は以下の通りです。

営業活動によるキャッシュ・フローでは、減価償却費626百万円、売上債権の増加278百万円、仕入債務の増加286

百万円、法人税等の支払額282百万円などにより当第２四半期連結累計期間は283百万円の収入となりました。これ

は前第２四半期連結累計期間の1,299百万円の収入に対し1,017百万円の収入の減少となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローでは、定期預金の純減少183百万円、有形固定資産の取得による支出631百万

円などにより当第２四半期連結累計期間は384百万円の支出となりました。これは前第２四半期連結累計期間の245

百万円の支出に対し138百万円の支出の増加となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローでは、短期借入金の純増加618百万円、長期借入金の純減少487百万円、配当

金の支払212百万円などにより当第２四半期連結累計期間は40百万円の支出となりました。これは前第２四半期連結

累計期間の294百万円の支出に対し254百万円の支出の減少となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、3,196百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の業績予想につきましては、平成30年５月14日発表の数値に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,987,591 3,622,961

受取手形及び売掛金 8,266,587 8,364,737

電子記録債権 2,827,680 2,978,621

商品及び製品 3,792,426 3,811,265

仕掛品 957,894 1,033,367

原材料及び貯蔵品 2,274,366 2,224,869

その他 456,565 575,900

貸倒引当金 △84,445 △80,483

流動資産合計 22,478,664 22,531,237

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 16,005,600 16,090,470

減価償却累計額 △10,593,665 △10,751,077

建物及び構築物（純額） 5,411,935 5,339,393

機械装置及び運搬具 22,499,304 22,337,243

減価償却累計額 △19,044,009 △18,931,329

機械装置及び運搬具（純額） 3,455,295 3,405,914

工具、器具及び備品 2,833,675 2,916,110

減価償却累計額 △2,512,748 △2,555,060

工具、器具及び備品（純額） 320,927 361,050

土地 10,251,210 10,210,109

リース資産 540,543 521,390

減価償却累計額 △272,452 △277,131

リース資産（純額） 268,091 244,259

建設仮勘定 377,536 531,598

有形固定資産合計 20,084,994 20,092,323

無形固定資産

その他 69,013 71,908

無形固定資産合計 69,013 71,908

投資その他の資産

投資有価証券 8,752,958 9,205,836

繰延税金資産 153,188 196,101

投資不動産 3,489,623 3,382,619

減価償却累計額 △966,299 △909,023

投資不動産（純額） 2,523,324 2,473,596

その他 815,270 1,032,145

貸倒引当金 △41,179 △40,096

投資その他の資産合計 12,203,561 12,867,582

固定資産合計 32,357,568 33,031,813

資産合計 54,836,232 55,563,050
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,564,823 8,813,434

短期借入金 11,776,642 12,198,643

リース債務 79,407 65,987

未払法人税等 352,530 187,878

賞与引当金 378,267 380,021

役員賞与引当金 26,140 16,460

環境対策引当金 3,809 1,837

設備関係支払手形 479,539 651,471

その他 1,052,905 938,670

流動負債合計 22,714,062 23,254,401

固定負債

長期借入金 6,334,022 5,942,295

リース債務 219,719 206,248

繰延税金負債 1,904,662 2,091,259

再評価に係る繰延税金負債 1,298,595 1,298,595

環境対策引当金 16,224 16,112

退職給付に係る負債 1,691,633 1,578,839

その他 333,742 283,877

固定負債合計 11,798,597 11,417,225

負債合計 34,512,659 34,671,626

純資産の部

株主資本

資本金 5,795,651 5,795,651

資本剰余金 944,696 944,696

利益剰余金 7,656,540 7,817,735

自己株式 △32,697 △32,719

株主資本合計 14,364,190 14,525,363

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,256,248 3,571,895

土地再評価差額金 2,799,017 2,799,017

為替換算調整勘定 △122,303 △204,617

退職給付に係る調整累計額 △109,999 △96,733

その他の包括利益累計額合計 5,822,963 6,069,562

非支配株主持分 136,420 296,499

純資産合計 20,323,573 20,891,424

負債純資産合計 54,836,232 55,563,050
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 19,840,843 19,967,187

売上原価 16,023,833 16,310,468

売上総利益 3,817,010 3,656,719

販売費及び一般管理費 3,246,882 3,219,246

営業利益 570,128 437,473

営業外収益

受取利息 11,838 11,456

受取配当金 71,245 77,081

受取賃貸料 89,536 99,986

雑収入 122,153 100,359

営業外収益合計 294,772 288,882

営業外費用

支払利息 85,974 88,682

為替差損 6,846 60,886

雑損失 82,031 92,461

営業外費用合計 174,851 242,029

経常利益 690,049 484,326

特別利益

固定資産売却益 127 22,939

投資有価証券売却益 132,315 -

特別利益合計 132,442 22,939

特別損失

固定資産売却損 - 2,967

固定資産処分損 16,512 16,071

特別損失合計 16,512 19,038

税金等調整前四半期純利益 805,979 488,227

法人税等 247,825 168,112

四半期純利益 558,154 320,115

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △22,151 △52,947

親会社株主に帰属する四半期純利益 580,305 373,062
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 558,154 320,115

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,178,489 315,647

為替換算調整勘定 △88,457 △94,795

退職給付に係る調整額 9,244 13,266

持分法適用会社に対する持分相当額 1,991 △5,115

その他の包括利益合計 1,101,267 229,003

四半期包括利益 1,659,421 549,118

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,690,548 619,661

非支配株主に係る四半期包括利益 △31,127 △70,543
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 805,979 488,227

減価償却費 585,410 625,949

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,655 1,754

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △5,540 △9,680

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △66,125 △93,613

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,937 △3,258

受取利息及び受取配当金 △83,083 △88,537

支払利息 85,974 88,682

投資有価証券売却損益（△は益） △132,315 －

固定資産売却損益（△は益） △127 △19,972

固定資産処分損益（△は益） 16,512 16,071

売上債権の増減額（△は増加） △638,696 △277,553

たな卸資産の増減額（△は増加） △121,830 △82,099

仕入債務の増減額（△は減少） 1,312,827 286,219

未払消費税等の増減額（△は減少） △166,766 11,473

その他 △175,449 △406,837

小計 1,426,363 536,826

利息及び配当金の受取額 86,257 115,028

利息の支払額 △88,762 △86,849

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △124,485 △282,260

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,299,373 282,745

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △200,964 △177,584

定期預金の払戻による収入 177,574 360,582

有形固定資産の取得による支出 △578,011 △630,809

有形固定資産の売却による収入 426 68,530

無形固定資産の取得による支出 △7,853 △10,218

投資有価証券の取得による支出 △9,748 △10,085

投資有価証券の売却による収入 369,894 －

投資不動産の取得による支出 △320 △9,068

その他 3,774 25,003

投資活動によるキャッシュ・フロー △245,228 △383,649
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 275,944 617,633

長期借入れによる収入 2,108,156 1,413,500

長期借入金の返済による支出 △2,417,700 △1,900,200

リース債務の返済による支出 △48,518 △44,937

非支配株主からの払込みによる収入 － 85,851

自己株式の取得による支出 △378 △22

配当金の支払額 △211,880 △211,867

財務活動によるキャッシュ・フロー △294,376 △40,042

現金及び現金同等物に係る換算差額 △13,580 △28,355

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 746,189 △169,301

現金及び現金同等物の期首残高 2,838,237 3,365,716

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,584,426 3,196,415
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日）

　該当事項はありません。

　

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　 (税金費用の計算)

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

印刷情報
関連事業

住生活
環境関連

事業

包材関連
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 8,384,025 6,738,111 3,211,239 18,333,375 1,507,468 ― 19,840,843

セグメント間の内部売上高
又は振替高

131,479 294 72 131,845 502,393 △634,238 ―

計 8,515,504 6,738,405 3,211,311 18,465,220 2,009,861 △634,238 19,840,843

セグメント利益 501,593 274,184 205,654 981,431 76,342 △487,645 570,128

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファンシー商品及び運送・庫内整

理等の事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△487,645千円には、セグメント間取引高消去38,896千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△526,541千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他
（注）１

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

印刷情報
関連事業

住生活
環境関連

事業

包材関連
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 8,397,023 6,750,765 3,367,582 18,515,370 1,451,817 ― 19,967,187

セグメント間の内部売上高
又は振替高

84,239 2,209 108 86,556 492,077 △578,633 ―

計 8,481,262 6,752,974 3,367,690 18,601,926 1,943,894 △578,633 19,967,187

セグメント利益 495,956 160,114 196,548 852,618 57,501 △472,646 437,473

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ファンシー商品及び運送・庫内整

理等の事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△472,646千円には、セグメント間取引高消去30,827千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△503,473千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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